K³-SPRING【2028年度 予約採用】申請書
九州大学 融合創発型博士人財育成プログラム(K³-SPRING)
申請書【2028年度 予約採用】エントリー番号（No.　）*1
	氏　　　　　名
	
	学 生 番 号
	

	個人メール
アドレス*2
	

	連絡先
（携帯番号）
	

	全学基本メール
アドレス
	　　　　　　　　　　　@s.kyushu-u.ac.jp

	進学（予定）学府
	
	専　攻
	

	博士課程入進学年月
	アイテムを選択してください。	博士課程修了見込年月
	アイテムを選択してください。
	博士課程における
指導教員名*3
	
	指導教員
メールアドレス
	

	区分
	該当する区分どちらか１つにチェックを入れてください（別紙１参照）。
☐　 区分１
☐　 区分２

	K³-SPRING
申請ユニット
	「学際ユニット」以外の下記ユニットへ配属を希望する場合は、どちらか１つにチェックを入れてください（希望の有無が採否に影響することはありません。また、採択された場合も、必ずしも希望のユニットに配属されるとは限りません）。
☐　グリーンイノベーション
（K³-SPRINGで行う研究が必ずエネルギーと関連するものであること）　
☐　宇宙量子
（K³-SPRINGで行う研究が必ず量子力学や量子技術等、量子分野と関連するものであること)

	
大学(学部)入学以降の略歴
※高専から学部編入学をした場合は高専卒業から記載し、高専から大学院に入学した方は高専入学・卒業を学部入学・卒業に読み替えてください。
	　　　　年　　　　月　　　　　　　　大学　　　　　　　学部入学

	
	　　　　年　　　　月　　　　　　　　大学　　　　　　　学部卒業

	
	　

	
	　

	
	　

	
	　

	
九州大学同窓会への
入会状況
	1. 九州大学の同窓会へ入会していますか。
☐　はい　（同窓会名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐　いいえ（→設問2へ）

	
	2．当プログラムに採用された場合、九州大学の同窓会へ入会し、博士課程修了後も九州大学との連携を保つことに同意しますか。　☐はい　☐いいえ

	
語学能力
語学能力が分かるスコアや資格、レベルを記入してください。(例：TOEIC 870, N1など)
	1. 母語：☐日本語　☐中国語　☐英語　☐韓国語　☐その他（　　　　）
2. 英語レベル（英語を母語としない方のみ記載）：
3. 日本語レベル（留学生のみ記載）：
4. その他の語学レベル：

	備考欄*3
	


[bookmark: _Hlk104553626]*1：申請書の提出にはプレエントリーが必須です（6月30日（火）エントリー締切  URL: https://forms.office.com/r/nAKnSx2i0K）。
*2：個人メールアドレス（@gmail,@yahoo,@icloudなど）は、本プログラム修了後10年間程度、本学が実施するキャリア追跡調査の為に使用します。
*3：博士課程の指導教員が未確定の場合、備考欄にその旨記述してください。
※項目１.は２頁以内に収めてください。
１．博士課程進学、K³-SPRINGへの志望動機ならびに博士課程修了後の進路予定等 
本プログラムは、「博士課程修了後も我が国の科学技術・イノベーションの創造に直接かかわる意思・能力を有する」博士課程学生を対象とします。これを考慮の上、博士課程進学ならびにK³-SPRINGへの志望動機、修了後の進路予定等について述べてください。
（１）博士課程への進学動機ならびにK³-SPRINGに応募する理由



	



（２）我が国において科学技術・イノベーションの創造がなぜ必要とされるのかについて、現在、日本国の科学技術・経済・社会がおかれた状況と、あなた自身のこれ迄の生活を鑑みて論じなさい。








（３）博士課程修了後のキャリアプラン（日本の科学技術・イノベーションの創造にどのような立場で直接的に関わり、どのように貢献しようとするのか）について、できるだけ具体的に述べなさい。

申請書作成に当たって留意すること
○本留意事項の内容を十分に確認し、申請書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○

留意事項：
1. 使用する文字サイズは、10.5ポイントとすること。
2. 行間隔は常識の範囲内で調整可。
3. 各項目のタイトルは削除しないこと。
4. 各項目の指示書き（斜体）は作成時に削除すること
5. 指示書きで定められた頁数は超えないこと。なお、空白の頁が生じても削除しないこと。
6. 適宜概念図を用いるなどして、他分野の審査員にも分かりやすく記述すること

○本留意事項の内容を十分に確認し、申請書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○
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○本留意事項の内容を十分に確認し、申請書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○
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6. 適宜概念図を用いるなどして、他分野の審査員にも分かりやすく記述すること

○本留意事項の内容を十分に確認し、申請書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○

※項目２.３.は併せて２頁以内に収めてください。
２．学部・修士課程における研究内容 （学部・修士課程で研究内容が異なる場合は、それぞれ記載してください）
研究課題名：

研究概要：
学部・修士課程における研究で得られた成果とその意義について、研究の背景や目的、参考論文も含めて判りやすく記入してください。また特筆すべき成果があれば、項目５（研究業績）で記載の内容を適宜引用ください。




３．（現時点での）博士課程における研究構想
研究課題（仮題）名：

研究構想：
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申請書作成に当たって留意すること
○本留意事項の内容を十分に確認し、申請書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○
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○本留意事項の内容を十分に確認し、申請書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○

※項目４.は１頁以内に収めてください。
４.研究遂行力の自己分析　
本申請書記載の研究分野を含め、当該分野における下記（1）から（３）のそれぞれについて、これまで関わった研究活動における経験などを踏まえ、具体的に記入してください。
（１）研究に関する自身の強み
・記述の根拠となるこれまでの研究活動の成果（論文、学会発表）も適宜示しながら強みを記入して下さい。
・学術論文は、査読の有無を明らかにしてください。査読がある場合、採録決定後のものに限ります。




（２）目指す研究者像






（３）今後研究者として更なる発展のために必要と考えている要素
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５．研究業績
[bookmark: _Hlk168997254]論文誌掲載 （査読の有・無）
※査読がある場合、採録決定後のものに限ります。
[bookmark: _Hlk168935460]著者（全員、申請者に下線）、論文名、掲載誌名、巻号、pp開始頁―最終頁（発行年）（査読　有・無）


国内学会発表
発表者氏名（全員、申請者に下線）、タイトル、学会名（年,月）口頭、ポスターの別


国際学会発表
[bookmark: _Hlk169180800]発表者氏名（全員、申請者に下線）、タイトル、学会名（年,月）口頭、ポスターの別


その他 研究会等における発表・特許申請など
発表者氏名（全員、申請者に下線）、タイトル、学会等名（年,月）口頭、ポスターの別


受賞歴


その他特記事項など

６．現在受給している奨学金や、本プログラム以外の受給予定・申請予定の支援金など
（１）日本学術振興会特別研究員への申請状況（該当する□に☒をいれてください）
☐ 2028年４月採用へ応募予定あり
☐ 2029年４月採用へ応募予定あり
☐ 応募予定なし
注）K³-SPRINGとの重複受給は不可。共に採用された場合は、いずれか片方を辞退する必要あり。

（２）その他の奨学金など　※複数の団体から支援を受けている場合は、全ての支援金を明記すること
支援団体名（プログラム名）：
受給期間：　　年　　月　～　　　年　　月
金額：　　　円（月額）×　　　　か月（月数）＝　　　　円
注）日本学生支援機構(JASSO)貸与奨学金は記載不要。学習奨励費は要記載。

（３） 上記奨学金等以外の、現在の収入　※家族等からの仕送りは記載不要
月額　　　　　　円程度（収入の種類、雇用形態等）
例）月額３万円程度（給与、TA）、月額10万円程度（給与、アルバイト）、月額15万円程度（事業収入、個人事業主）など
2

